
平
成
二
十
九
年
四
月
十
四
日
受
領

答

弁

第

一

九

六

号

内
閣
衆
質
一
九
三
第
一
九
六
号

平
成
二
十
九
年
四
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
禁
止
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
付
き
職
員
の
選
挙
活
動
支
援
に
関
す
る
質
問

に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
禁
止
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
付
き
職
員
の
選
挙
活
動
支
援
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
選
挙
運
動
の
支
援
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
選
挙
運
動
の
支
援
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
年
月
日
の
「
行

動
」
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
の
夫
人
（
以
下
「
安
倍
総
理
夫
人
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
私
的
な
行
為

で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
職
員
は
、
内
閣
事
務
官
（
内
閣
官
房
内
閣
総
務
官
室
）
の
発
令
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
、
安
倍
総
理
夫
人
に
よ

る
内
閣
総
理
大
臣
の
公
務
の
遂
行
を
補
助
す
る
こ
と
（
以
下
「
総
理
公
務
補
助
」
と
い
う
。
）
を
支
援
す
る
こ
と
を
そ
の
職

務
と
し
て
い
る
。
御
指
摘
の
「
両
日
」
に
お
け
る
職
員
の
同
行
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭

一



和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
四
号
）第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
旅
行
命
令
の
発
令
に
係
る
手
続
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

当
該
職
員
は
、
安
倍
総
理
夫
人
の
日
程
等
の
情
報
を
得
た
上
で
、
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
必
要
性
を
踏
ま
え
て
当
該
職
員
自

ら
判
断
し
、
当
面
予
定
さ
れ
て
い
た
安
倍
総
理
夫
人
に
よ
る
総
理
公
務
補
助
に
つ
い
て
、
安
倍
総
理
夫
人
、
総
理
公
務
補
助

の
依
頼
等
を
行
っ
た
国
の
機
関
等
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
た
め
に
、
安
倍
総
理
夫
人
に
同
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

六
及
び
七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
選
挙
支
援
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
」
及
び
「
移
動
、
各
所
と
の
連
絡
調
整
な
ど
に
携
わ
る
行
為
」
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
般
職
の
国
家
公
務
員
に
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百

二
十
号
）
第
百
二
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
、
政
治
的
行
為
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
安
倍
総
理
夫
人
に
よ
る
総
理
公
務
補
助
を

支
援
す
る
職
員
は
、
安
倍
総
理
夫
人
の
私
的
な
行
為
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
同
条
の
規
定
に
十
分
留
意

し
て
い
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

八
及
び
九
に
つ
い
て

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
に
お
け
る
選
挙
運
動
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、

「
特
定
の
公
職
の
選
挙
に
つ
き
、
特
定
の
立
候
補
者
又
は
立
候
補
予
定
者
に
当
選
を
得
さ
せ
る
た
め
投
票
を
得
若
し
く
は
得

二



さ
せ
る
目
的
を
も
つ
て
、
直
接
又
は
間
接
に
必
要
か
つ
有
利
な
周
旋
、
勧
誘
そ
の
他
諸
般
の
行
為
を
す
る
こ
と
を
い
う
も
の

で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
昭
和
五
十
二
年
二
月
二
十
四
日
最
高
裁
判
所
判
決
）
と
承
知
し
て
い
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
個
別
の
事
案
が
当
該
選
挙
運
動
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
具
体
の
事
実
に
即
し
て
判
断
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

三


